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　子育て世帯定住促進奨励金制度は9月30日㈬をもって廃止となります。申請を予定されている方は、期日ま
でに申請してください。期日までに申請されない場合は、本制度の対象となりませんのでご注意ください。
▶奨励金の内容　

名　　称 対　　象 金　　額

転入者住宅取得奨励金 1年以上市外に居住し、転入から1年以内に住宅を取得
した子育て世帯

住宅取得価格の5％以内
（交付限度額20万円）

市内事業者施工奨励金 市内事業者の施工による住宅を取得した子育て世帯 住宅取得価格の5％以内
（交付限度額20万円）

三世代同居・近居奨励金 住宅を取得し、親世帯と同居、または近居する子育て世帯 住宅取得価格の5％以内
（交付限度額20万円）

市内在住者中古住宅取得奨
励金

1年を超えて市内に居住し、2019年4月1日以降に中古
住宅を取得した子育て世帯

住宅取得価格の5％以内
（交付限度額20万円）

　※親世帯とは、子育て世帯の世帯主または配偶者の一親等以内の直系尊属で構成される世帯です。
　※近居とは、子育て世帯と親世帯が市内に居住することです。
　※「市内在住者中古住宅取得奨励金」は、「三世代同居・近居奨励金」のみ併用可能です。
　※奨励金の一部は市内共通商品券で交付します。
　※住宅取得価格には土地購入費用は含みません。
▶対象となる世帯　•中学生以下の子を養育する世帯
　　　　　　　　　•出産予定(妊娠22週以後)の方がいる世帯
▶対象となる住宅　•一戸建て
　　　　　　　　　•店舗などの併用住宅(居住部分の床面積が全体の2分の1以上）
　　　　　　　　　※ マンションなどの集合住宅や中古住宅の場合は、「転入者住宅取得奨励金」、「三世代同居・

近居奨励金」、「市内在住者中古住宅取得奨励金」が該当となります。
▶交付条件　•本市に住民登録があり、住宅取得後、継続して5年以上居住すること。
　　　　　　•住宅の所有権を登記していること。
　　　　　　•市税などを滞納していないこと。
　　　　　　•住宅取得(建物の権利保存登記)後、1年以内であること。
▶申請方法　 企画政策課で配布している申請書類(市ホームページからダウンロード可)に必要事項を記入の上、

同課に持参してください。
▶その他　市ホームページに制度内容の詳細を掲載しています。
▶問い合わせ　同課企画政策担当(内線309)

子育て世帯定住促進奨励金制度が廃止となります

縦
覧
・
閲
覧
制
度
を
利
用
し
て
固
定
資
産
の

確
認
が
で
き
ま
す

　
固
定
資
産
税
の
納
税
に
先
立
ち
、「
縦
覧
帳
簿
の
縦
覧
」
や
「
固

定
資
産
課
税
台
帳
の
閲
覧
」
に
よ
っ
て
、
固
定
資
産
の
内
容
を
確

認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

縦
覧
帳
簿
の
縦
覧

　
土
地
ま
た
は
家
屋
に
固
定
資
産
税
が
課
税
さ
れ
て
い
る
方
は
、

縦
覧
帳
簿
で
市
内
の
土
地
ま
た
は
家
屋
の
価
格
を
縦
覧
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

▼
日
時　

 

4
月
1
日
㈬
〜
6
月
1
日
㈪
（
土
曜
日
、
祝
日
な
ど
を

除
く
）

　
　
　
　
【
月
〜
金
曜
日
】
午
前
8
時
30
分
〜
午
後
5
時
15
分

　
　
　
　
【
日
曜
日
】
午
前
8
時
30
分
〜
正
午

▼
場
所　
税
務
課
資
産
税
担
当

固
定
資
産
課
税
台
帳
の
閲
覧

　
固
定
資
産
税
の
納
税
義
務
者
は
、
4
月
1
日
か
ら
令
和
2
年
度

課
税
台
帳
を
閲
覧
し
、
所
有
す
る
固
定
資
産
の
課
税
内
容
を
確
認

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、
借
地
お
よ
び
借
家
人
も
、
賃
借
権
な
ど
の
目
的
で
あ
る

固
定
資
産
に
限
っ
て
閲
覧
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、
賃
貸
借
契

約
書
な
ど
の
確
認
を
必
要
と
し
ま
す
。
詳
し
く
は
同
課
ま
で
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼ 

お
願
い　
縦
覧
お
よ
び
閲
覧
が
で
き
る
方
か
ど
う
か
を
確
認
す

る
た
め
、
運
転
免
許
証
や
健
康
保
険
証
な
ど
本
人
確
認
が
で
き

る
も
の
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
代
理
の
方
が
来
る
場

合
に
は
、
委
任
状
な
ど
も
併
せ
て
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ　
同
課
資
産
税
担
当
（
内
線
２
３
３・２
３
４
）

　
本
市
で
は
、「『
住
ん
で
み
た
い
』、『
住
ん
で
よ
か
っ
た
』、『
行
っ
て
み
た
い
』
ま

ち
づ
く
り
」
を
進
め
る
た
め
、
石
井
市
長
お
よ
び
市
職
員
が
地
域
へ
出
向
き
、
皆
さ

ん
が
日
頃
か
ら
感
じ
て
い
る
市
政
へ
の
意
見
や
提
言
、
ま
た
、
地
域
で
抱
え
て
い
る

課
題
な
ど
を
幅
広
く
お
聴
き
す
る
「
市
民
と
市
長
の
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
」
を
開

催
し
て
い
ま
す
。

　
令
和
元
年
度
は
全
地
区
15
会
場
で
開
催
し
、
延
べ
６
３
２
人
の
参
加
が
あ
り
、
活

発
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
参
加
者
か
ら
、
ま
ち
づ
く
り
や
こ
れ
か
ら
の
行

田
の
あ
り
方
に
関
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
意
見
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
の
で
、
意
見
の
一
部

を
紹
介
し
ま
す
（
抜
粋
・
要
約
）。

後
に
、
学
習
面
で
の
つ
ま
ず
き
や
、

人
間
関
係
な
ど
環
境
の
変
化
に
よ
っ

て
、
学
習
意
欲
が
低
下
し
、
不
登
校

に
な
っ
て
し
ま
う
生
徒
が
い
る
の
も

事
実
で
す
。

　

 　
こ
う
し
た
課
題
を
踏
ま
え
、
ま
ず

は
複
式
学
級
を
解
消
す
る
た
め
の
再

編
成
を
短
期
間
で
進
め
る
こ
と
と
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
令
和
4
年
4
月

に
開
校
予
定
の
見
沼
中
学
校
区
義
務

教
育
学
校
を
皮
切
り
に
、
全
市
的
に

小
中
一
貫
教
育
を
取
り
入
れ
、
義
務

教
育
9
年
間
の
連
続
性
を
重
視
し
た

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
で
子
供
た
ち
を
指
導

し
て
い
く
中
で
、
学
力
の
向
上
を
図

り
ま
す
。
さ
ら
に
、
い
じ
め
や
不
登

校
の
解
消
に
も
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

Ｑ 　
平
成
31
年
3
月
に
「
行
田
市
公
立

学
校
適
正
規
模
・
適
正
配
置
の
基
本

方
針
」
が
策
定
さ
れ
た
。

　

 　
市
で
は
、
小
・
中
学
校
の
学
校
再

編
の
目
的
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い

る
の
か
教
え
て
ほ
し
い
。

Ａ 　
子
供
た
ち
が
多
く
の
仲
間
と
共
に

学
校
生
活
を
送
る
中
で
、
さ
ま
ざ
ま

な
意
見
に
触
れ
合
う
こ
と
は
非
常
に

大
切
な
こ
と
で
す
。
し
か
し
、
市
内

に
は
複
式
学
級
が
生
じ
て
い
る
学
校

が
あ
り
、
こ
の
環
境
は
子
供
た
ち
に

と
っ
て
最
善
な
も
の
で
は
な
い
と
考

え
ま
す
。
ま
た
、
中
学
校
へ
の
進
学

令
和
元
年
度

「
市
民
と
市
長
の
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
」を
開
催
し
ま
し
た

学
校
再
編

新
ご
み
処
理
施
設
建
設
事
業

災
害
時
の
情
報
伝
達

ま
ち
な
か
の
賑
わ
い
づ
く
り

Ｑ  　
鴻
巣
市
と
北
本
市
と
の
3
市
の
枠

組
み
に
よ
る
新
ご
み
処
理
施
設
建
設

が
白
紙
に
な
っ
た
が
、
今
後
ど
の
よ

う
な
方
向
で
考
え
て
い
く
の
か
。

Ａ 　
新
ご
み
処
理
施
設
建
設
を
基
本
と

し
、
よ
り
費
用
が
抑
え
ら
れ
、
市
民

Ｑ 　
昨
年
10
月
に
発
生
し
た
台
風
19
号

の
際
、
雨
風
が
強
く
防
災
行
政
無
線

が
あ
ま
り
聞
こ
え
な
か
っ
た
。
ま
た
、

電
話
に
よ
る
音
声
確
認
サ
ー
ビ
ス
も

つ
な
が
り
に
く
か
っ
た
。
今
後
、
こ

の
よ
う
な
場
合
、
他
の
方
法
で
も
市

民
に
お
知
ら
せ
し
て
ほ
し
い
。

Ａ 　

緊
急
時
に
は
、
防
災
行
政
無
線

の
他
、
浮
き
城
の
ま
ち
安
全
・
安
心

メ
ー
ル
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
市
公

式
Ｓ
Ｎ
Ｓ
や
テ
レ
ビ
の
デ
ー
タ
放
送

な
ど
を
活
用
し
て
情
報
発
信
し
て
い

ま
す
。

　

 　
昨
年
11
月
に
は
、
情
報
伝
達
の
強

化
を
図
る
た
め
、
Ｆ
Ｍ
．
ク
マ
ガ
ヤ

株
式
会
社
と
協
定
を
締
結
し
、
災
害

時
に
は
市
の
要
請
に
よ
り
、
避
難
情

報
や
避
難
所
の
開
設
情
報
な
ど
を
緊

急
放
送
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

 　
ま
た
、
浮
き
城
の
ま
ち
安
全
・
安

心
メ
ー
ル
の
登
録
件
数
の
増
加
を
促

進
す
る
と
と
も
に
、
地
域
住
民
同
士

の
共
助
が
重
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

自
治
会
や
自
主
防
災
組
織
と
の
連
絡

手
段
の
見
直
し
を
図
る
な
ど
、
情
報

伝
達
に
つ
い
て
さ
ま
ざ
ま
な
方
法
を

講
じ
て
い
き
ま
す
。

Ｑ 　

毎
月
第
3
日
曜
日
に
行
田
軽
ト

ラ
朝
市
が
開
催
さ
れ
て
い
る
が
、
来

場
者
に
と
て
も
好
評
で
あ
る
。
で
き

れ
ば
月
2
回
に
増
や
せ
な
い
だ
ろ
う

か
。
そ
れ
に
よ
り
、
行
田
市
が
よ
り

活
性
化
す
る
と
思
う
の
で
検
討
し
て

ほ
し
い
。

Ａ 　
行
田
地
区
の
八
幡
通
り
に
は
、土
・

日
曜
日
に
多
く
の
お
客
さ
ん
が
訪

れ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
毎
週
土

曜
日
ま
た
は
日
曜
日
に
八
幡
通
り
で

「
賑
わ
い
市
」
を
開
催
し
、
ま
ち
な
か

の
賑
わ
い
づ
く
り
を
し
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

▼ 

問
い
合
わ
せ　
広
報
広
聴
課
広
報
広

聴
担
当
（
内
線
３
１
８
）

が
利
用
し
や
す
い
こ
と
を
前
提
に
、

他
市
と
一
緒
に
実
施
す
る
の
か
、
単

独
で
実
施
す
る
の
か
な
ど
、
よ
く
検

証
し
た
上
で
進
め
て
い
き
ま
す
。


